
 

建築物リフォーム・リニューアル調査 全数推定と標本設計方法 

全数推定方法 

（１）総受注件数・総受注額の推定方法

住宅、非住宅それぞれに、業種及び完成工事高からなる層 hの母集団事業者数を hM 、標

本事業者数を hm 、標本事業者の受注件数の合計を IIhn 、標本事業者の受注額の合計を IIht と

すると、総受注件数の推定値 IIN̂ 、総受注額の推定値 IIT̂ は、 

h
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により推定する。ただし、 IIhr は設問Ⅱに係る推定乗率であり、 
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である。

表１ 住宅・非住宅それぞれに係る総受注額・総受注件数の推定方法
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（２）個別工事の内容の全数推定方法

住宅、非住宅それぞれに、業種及び完成工事高からなる層 h、工事種類からなる層 k の設

問Ⅲ・Ⅳの記入件数を IIIhkn ・ IVhkn 、設問Ⅲ・Ⅳの記入工事の受注額の合計を IIIhkt ・ IVhkt とす

ると、個別工事の内容別にみた総受注件数の推定値 IVIIIN̂ 、総受注額の推定値 IVIIIT̂ は、 
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により推定する。ただし、 IVhr は設問Ⅳに係る推定乗率であり、 
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である。また、 IIIhkr は設問Ⅲに係る推定乗率であり、 
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を満たすようレイキング手法により算出する。ただし、 IIhkn 及び IIhkt は、住宅、非住宅それ

ぞれに、業種及び完成工事高からなる層 h、工事種類からなる層 k の設問Ⅱの回答受注件数

及び受注高である。

表 2 住宅・非住宅それぞれに係る個別工事の内容の全数推定方法 
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注 個別工事に係る層 k は、住宅については「増築」「改築」「改装」「維持・修理」の 4
層、非住宅については「増築」「改築」「改装、維持・修理」の 3 層とする。なお、設

問Ⅲ、設問Ⅳにおける工事種類が不明の工事は、便宜上「維持・修理」または「改装、

維持・修理」に含めて推定する。



 

（３）推定値の精度

設問Ⅱによる総受注額の推定値 IIT̂ の誤差分散 IITV ˆ 、設問Ⅲ及び設問Ⅳによる個別工事

の内容別にみた総受注額の推定値 IVIIIT̂ の誤差分散 IVIIITV ˆ は、それぞれ
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によって算出する。ただし、 2
IIhst は事業者 i の総受注額 IIhit の分散、 2

IIIhist は事業者 i 内の設

問Ⅲに記入される個別工事 j の受注額 IIIhijt の分散であり、 
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である。
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